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号

8
月
24
日

佐
世
保
へ
…
午
前

9
時

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

わ
た
し
た
ち
の

「
非
核
」

た
め
さ
れ
る
の
は

ら‘

- 5(  

めな尤汐至威遵懃の玲厚£
●維持会員（月閻会費）
団体 1口 2000円
個人 1口 1000円

●参加会員（月閻会費）
団体 1□ 1000円
個人 1口 500円

●通信会員
年閥2000円
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●
こ
の
通
信
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
戦
船
二

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
は
す
で
に
巨
体
を
佐
世
保
の
湾
内

に
浮
べ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
二
十
四
日
入
港

、
九
月
二
日
出
港
と
い
う
の
が
十
六
日
ア
メ
リ
カ
政

府
か
ら
公
式
に
通
告
さ
れ
た
日
程
で
す
。
佐
世
保
を

発
っ
た
あ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
は
水
上
打
撃
団
（

s
u
r
f
a
c
e
 

1986年 夏

A
c
t
i
o
n
 

知団濃」（お…

ヽ
伍

G
r
o
u
p
 

:
S
A
G
)
と
と
も
に
日
本
海
に
入
り
、
ソ
連
の
目

と
鼻
の
先
で
大
規
模
な
演
習
i
i
デ
モ
ン
ス
ト
レ
イ
シ

ョ
ン
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
八
月
を
に
狙
い
を
定
め

て
西
太
平
洋
に
も
た
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の

か
っ
て
な
い
核
エ
ス
カ
レ
イ
シ
ョ
ン
。
こ
れ
が
被
爆

四
十
一
年
、
わ
た
し
た
ち
の
現
在
位
置
で
す
C

議鯰和‘ぅ）

璽
決
し
て
「
佐
世
保
の
」
問
題
で
は
な
い
。
日
本
へ

、
太
平
洋
へ
の
寄
港
で
あ
り
、
配
備
で
す
。
入
港
の

ギ
リ
ギ
リ
直
前
ま
で
、
い
や
む
し
ろ
入
港
の
後
に
こ

そ
、
抗
議
の
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
°

ハ
ガ
キ
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
霞
報
を
う
っ
て
く
さ

い
。
霜
話
を
か
け
て
下
さ
い
。
宛
先
は
次
の
四
人
。

0
マ
ン
ス
ラ
竹
ー
叫
は
餌
言
羹
使

東
兎
帥
兎
区
永
坂
了
／
マ
米
国

K
伎
扉

五

F
o
-一
一
全
て
い
き
ヒ
一

B
-

0

倉
成
外
務
六
臣

東
京
郡
キ
・
ヘ
灼
田
区
霞
ふ
的
ー
ー
と
外
怜
厖

ェE
0

三
（
五
ハ
〇
）
―
-
三
二

0
古
四
国
立
叢
知
靡

長
埒
県
辰
碕
召
‘
マ
戸
釘
千
三
長
埒
県
方

テ
E
」

0
．
を
ユ
ハ
（
一
一
四
ご
―
―
―

0
棧
虚
世
ほ
‘
市
長

長
唸
茫
修
笈
覧
＇
ハ
竺
竺
者
佐
霞
嘉
所

丁
五
L

o
九
五
、
コ
三
竺
一
こ
・

■中
で
も
佐
世
保
市
長
、
長
崎
県
知
事
へ
の
入
港
拒

否
、
抗
議
の
意
志
表
示
を
求
め
る
声
を
集
中
し
ま
し

ょ
う
。
も
は
や
「
非
核
」
を
放
棄
し
た
（
最
初
か
ら

持
ち
あ
わ
せ
て
な
ど
い
な
か
っ
た
）
政
府
に
か
わ
っ

て
本
当
の
非
核
に
向
か
う
も
う
ひ
と
つ
の
道
を
歩
き

は
じ
め
る
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
よ
、

と。

今
回
や
っ
て
く
る

S
A
G
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ジ
ー

以
外
に
も
二
隻
の
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
肥
が
含
ま
れ
て
．

ABLW

守

甍

い

る

。

そ

れ

は

、

：

訂

＇
瓢

駆
逐
舵
「
メ
リ
ル
」

(
D
D
9
7
6
七
千
八
百
ト
ン
）

一
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い
す
れ
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
お
な
じ
形
式

の
ト
マ
ホ
ー
ク
四
連
装
ラ
ン
チ
ャ
ー
ニ
基
を
装
備
し

て
い
る
。

S
A
G
と
は
一
ト
マ
ホ
ー
ク
」
部
條
だ
。

あ港一世目
るーメ保＿そ
ののリ‘十こ
で楊）レー日で
要合ーロ—問
注にはン毎題
意は呉グ日に
だ入にピーな
芍巷と lにる
日のチよの
も情ーれが
若報はばこ
干も横‘れ
；巧須—ら
れる賀メの
る゜゜リ寄
可ーしル港
能分かー先
性散しは゜
も入‘佐八

：デ三
8月248午前9時
横須質入港

•一

原
子
カ
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
船

「
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
」

(
C
G
N
7

一
万
四
千
二
百
ト
ン
〉

訂正
前号3ベージのインタビ 1 - [ 
攻聾的な海軍力について」のメト
コ7海軍少将の役謀名「海軍作戦
部長」は「海軍水上戦闘作戦副部
辰l(J)誤りでした。おわびし□I
正します。 （編集部）

気
に
な
る
情
報
を
も
う
ひ
と
つ
。
八
月
十
九
日
の

-
J
N
N
ニ
ュ
ー
ス
」
は
原
子
力
空
母
「
カ
ー
ル
ピ

ン
ソ
ン
」
が
同
時
期
に
日
本
に
寄
港
す
る
と
伝
え
た

。
一
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
」
は
も
う
一
隻
の
空
母
「
レ

イ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
と
も
に
韓
国
に
い
る
と
の
情
報
が

あ
る
。
佐
世
保
出
港
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
日
本
海

で
の
演
習
が
実
戦
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
当
然

S
A
Gと
空
母
機
動
部
隊
〈

C
B
G
)
の
両
方
が
参

加
す
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
、
事
前
に

前
進
拠
点
で
あ
る
日
本
に
「
大
結
集
」
と
い
う
の
も

十
分
に
有
り
う
る
こ
と
で
あ
る
e

こ
こ
し
ば
ら
く
は

息
の
抜
け
な
い
状
態
が
続
き
そ
う
だ
。

同
時
期
寄
港
か
？

空
母

「
力
—
ル
ビ
ン
ソ
ン
」
も

に
も
、（
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米
政
府
や
米
軍
に
核
搭
載
の
有
無
の
確
認
を
直
接

求
め
る
こ
と
C

そ
し
て
明
硝
な
非
核
の
確
認
が
出
来

な
い
楊
合
に
は
入
港
反
対
の
意
志
表
示
を
す
る
こ
と

。
す
く
な
く
と
も
こ
の
ふ
た
つ
、
「
権
限
」
な
ど
何

も
な
く
と
も
今
す
ぐ
に
で
も
可
能
な
行
為
な
の
で
す

か
ら
。
ト
マ
食
い
虫
社
で
も
各
自
治
体
に
あ
て
た
絵
ハ
ガ

キ
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い

の
手
紙
を
書
け
た
ら
も
っ
と
よ
い
。

●
手
紐
、
竃
報
、
雷
話
で
は
生
温
い
！
と
い
う
ひ
と

現
地
佐
世
保
で
は
集
会
や
座
り
込
み
。
横
須
賀
で
は

ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
毎
日
デ
モ
。
東
京
で
も
毎
日
デ

モ
な
ど
各
地
で
色
取
り
ど
り
の
抗
議
行
動
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
都
合
を
つ
け
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

ど
こ
か
の
会
場
で
き
っ
と
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
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ソ連に対する、空母とトマホーク
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●
ア
ジ
ア
の
解
放
闘
争
を
威
嚇

五
月
末
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と

S
A
G
の

航
跡
を
追
っ
て
み
よ
う
。

＊
五
月
十
三
日
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
（
母
港
）
出
港

＊
五
月
二
十
五
日
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
入
港
。
ニ

十
八
日
出
港
。
第
七
艦
隊
に
編
入
さ
れ
る
。

＊
六
月
十
四
日
貌
国
仁
川
（
イ
ン
チ
ョ
ン
）
に

入
港
。

＊
六
月
三
十
日
随
伴
笹

□
ン
グ
ビ
ー
チ
、
北
太

平
洋
で
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
実
験
に
成
功
。

＊
七
月
十
一
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
ー
ピ
ッ
ク
に

入
港
。

＊
八
月
四
日
：
十
日
米
タ
イ
合
同
演
習
「
コ
プ

ラ
ゴ
ー
ル
ド
8
6
に
参
加
。

＊
八
月
二
十
四
日
佐
世
保
入
港
。
九
月
二
日
出

港
予
定
。
そ
の
後
日
本
海
で
の
演
習
に
参
加
。

艦
の
実
戦
配
備
に
よ
る
第
七
節
隊
空
母
機
動
部
隊
（

攻
撃
力
増
強
で
「
対
ソ
抑
止
」
が
効
果
的
に
な
っ
た

と
語
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
太
平
洋

入
り
が
レ
ー
ガ
ン
政
権
登
場
以
来
の
一
同
時
多
発
戦

略
」
に
実
戦
的
な
襄
付
け
を
与
え
た
と
い
う
自
信
の

ふ
た
た
ひ

表
明
で
あ
る
，

1 :i',9‘斤： US Houょ ofRepre,,cntallves, Subeo皿 nittecon如puwerand artif!cia! Matena!S、JfCummittee) 
on Armed Service, Tlte i>UO Ship Mwy and the Maritime Sir叫gy,1985 

S
)
A
G
（
水
上
打
撃
団
）
と
太
平
洋

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港
の
音
謀
を
考
え
る

田
巻
一
彦
〈
器
集
郎
・
ビ
韓
連
帯
神
奈
川
民
衆
会
議
）

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
1

日
本
寄
港
の
意
味
に
つ
い
て
は
前
号
で
青
木
雅
彦
さ
ん
（
ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止

京
都
連
絡
会
）
が
適
確
に
論
じ
て
く
れ
た
と
う
り
で
あ
る
。
今
回
は
最
近
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の

動
向
や
米
海
軍
の
戦
略
家
達
の
発
言
、
証
言
を
紹
介
し
そ
れ
を
も
こ
に
も
う
一
度
考
え
て
み
た
い

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
二
つ
の
点
で
あ
る
。
第

一
に
、
わ
す
か
三
ヵ
月
の
問
に
二
度
も
ソ
連
沿
岸
と

目
と
鼻
の
先
で
軍
事
行
動
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
だ

。
七
月
一
日
に
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
海
域
で
随
伴
艇

の
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
と
と
も
に
ト
マ
ホ
ー
ク
の
発
射
テ

ス
ト
ま
で
行
な
っ
て
い
る
C

発
射
方
向
を
か
え
れ
ば

ソ
連
太
平
洋
艦
隊
の
拠
点
ペ
ト
ロ
パ
プ
ロ
フ
ス
ク
を

と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
位
置
で
あ
る
。

挑
発
的
な
行
動
だ
。

き
わ
め
て

ソ
連
が
八
月
十
二
日
か
ら
空
母

「
キ
エ
フ
」
な
ど
水
上
芭
十
四
隻
、
潜
水
艦
二
十
隻

に
よ
る
最
大
規
模
の
演
習
を
開
始
し
た
（
八
月
十
四

日
「
毎
日
」

の
回
答
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

）
の
は
こ
の
軍
享
挑
発
に
対
す
る
一
っ

四
日
一
神
奈
川
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、

修
理
中
の
一
・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
」

ど
の
笹
船
が
出
払
い

一
方
、

八
月
十

横
須
賀
基
地
は

を
の
ぞ
い
て
ほ
と
ん

i
~
か
ら
っ
ぽ
の
状
態
」c

ト
マ

ホ
ー
ー
ク
原
潜
「
ラ
ホ
ヤ
」
の
奇
妙
な
行
動
も
気
に
な

る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
配
備
が
太
平
洋
の
核
緊

か
？

し
0
空
母
機
動
部
隊
と
結
合
し
て
行
動

‘̀ ●
「
屁
時
多
狂
戟
略
」
に
実
戦
的
保
証

張
を
飛
醤
的
に
高
め
て
い
る
こ
と
が
早
く
も
具
体
的

な
か
た
ち
で
現
わ
れ
て
き
て
い
る
の
だ
。

第
二
に
注
目
し
た
い
の
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

が
ア
ジ
ア
の
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
、
し
か
も
い
ず
れ

も
政
治
的
不
安
足
要
因
を
抱
え
た
国
々
を
巡
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
朝
鮮
戦
争
以
来
三
十

三
年
ぶ
り
の
雑
国
・
仁
川
（
六
月
四
日
）
。
当
時
、

釜
山
ま
で
追
詰
め
ら
れ
て
い
た
米
韓
軍
ぐ
ん
が
起
死

回
生
の
上
陸
作
戦
に
う
っ
て
出
た
歴
史
的
な
揚
所
。

し
か
も
六
・
ニ
五
一
朝
鮮
戦
争
開
始
の
日
」
に
近
い

巳
取
り
を
選
ん
で
で
あ
る
。
至
近
距
離
の
三
八
度
線

の
向
こ
う
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
を
威
圧
し

、
改
悪
運
動
、
反
核
・
反
米
気
運
商
ま
る
韓
国
に
対

し
て
は
同
盟
国
の
存
在
を
誇
示
す
る
「
砲
艦
外
交
」

で
あ
る
。
自
立
と
解
放
の
た
め
に
闘
う
ア
ジ
ア
民
衆

に
た
い
す
る
威
圧
と
脅
迫
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
太

4

平
洋
配
備
の
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
で
あ
る
こ
と
を
忘
一

れ
て
は
な
ら
な
い
。

六
月
十
七
日
、
米
国
務
省
の
ソ
ロ
モ
ン
政
策
企
画

室
長
が
海
軍
大
学
で
演
説
、
戦
争
は
ソ
連
の
欧
州
侵

略
か
ら
始
ま
る
と
の
想
定
に
立
っ
て

の
望
む
欧
州
だ
け
に
限
定
し
な
い
。

線
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
明
し
た
。

七
月
二
十
四
日
「
神
奈
川
」

可
時
に
、

P

[
•
四
玖
揚
は
ソ
連

極
東
で
第
二
戦

ワ
シ
ン
ト
ン
初
共
同
）

亡

’
,
1
6
の
三
沢
配
備
と
ト
マ
ホ
ー
ク
積
載

今
、
太
平
洋
に
も
た
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「

エ
ス
カ
レ
イ
シ
ョ
ン
」
の
具
体
的
内
容
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
。
言
替
え
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
の
三
十
二
発
の

(
S
A
G全
体
で
は
四
十
八
発

）
ト
マ
ホ
ー
ク
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
だ
ろ
う

米
海
軍
の
戦
略
家
達
に
語
っ
て
も
ら
お
う
。

[
]
合
同
巡
行
ミ
サ
イ
ル
局
長
ホ
ス
テ
ッ
ト
ラ
ー
海
軍

少
将
。
今
年
三
月
、
下
院
予
算
委
員
会
国
防
小
委
員

会
で
の
証
言
か
ら
。

（
同
議
事
録
に

は
他
に
も
ト
マ
ホ
i
ー
ク
に
関
す
る
重
要
な
内
容
が
多

「
ト
マ
食
い
虫
」

く
含
ま
れ
て
い
る
。

N
o
5参
照
）

「
対
地
攻
撃
に
お
い
て
は
、
空
母
艦
載
機
と
対
地
攻

埜
用
核
ト
マ
ホ
ー
ク
を
組
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

空
母
戦
闘
団
の
柔
軟
性
と
効
率
を
相
当
に
改
善
し
ま

す
C

独
自
に
隠
密
行
動
す
る
前
進
配
備
の
潜
水
艦
は

も
ち
ろ
ん
、
空
母
船
載
機
の
援
護
を
受
け
て
作
戦
行

動
す
る
多
く
の
水
上
船
の
攻
撃
距
離
が
伸
び
た
こ
と

は
ソ
連
に
頼
る
べ
き
防
御
手
段
の
な
い
三
六

0
度
か

ら
の
恐
る
べ
き
驚
異
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

口
続
い
て
ラ
イ
ア
ン
提
督
。
八
五
年
三
月
、
上
院
軍

備
委
員
会
議
再
録
か
ら
。

「
•
•
•
も
う
―
つ
の
例
を
あ
げ
る
と
、
空
母
ミ
ッ
ド
ウ

エ
ー
が

S
R
A修
理
期
間
に
入
っ
た
と
き
、
ミ
ッ
ド

-5-
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米
議
会
で
の
海
軍
高
官
証
言
か
ら

が
出
来
る
」

「
ラ
ホ
ヤ
」

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
横
須
賀
で
は
核
ト
マ

ホ
ー
ク
搭
載
原
潜
「
ラ
ホ
ヤ
」
が
奇
妙
な
慌
し
い

動
き
を
見
せ
た
。

同
艦
は
ま
ず
七
月
二
十
五
日
入
港
。
二
十
九
日

に
は
出
港
し
た
。
し
か
し
翌
三
十
日
に
再
入
港
し

わ
ず
か
四
時
間
停
泊
の
後
出
港
し
た
。
さ
ら
に
八

月
十
四
日
に
み
た
び
入
港
し
た
が
接
岸
す
ら
せ
ず

約
四
十
五
分
間
沖
合
停
泊
し
た
の
み
で
す
ぐ
に
出

港
し
て
い
っ
た
。
な
お
こ
の
時
に
は
停
泊
地
点
が

悶
更
緊
扇
醤
ん
で
い
な
い
の
か
。
二
十
L
ヽ
＼
っ
た
米
海
軍
の
襄
岱
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
（
四
五
、

0
0
0も
の
佐
世
俣
入
應
あ
た
っ
て
、
対
地
核
弾
屯
＇
マ
ホ
ー
ク
の
質
の
有
無
醤
昌

れ
て
い
る
。
攻
竪
型
原
諧
と
違
っ
て
、
今
回
は
外
部
か
ら
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
装
歴
の
存
在
が
は
っ
き
り
わ
か
る

蓋
艦
の
初
裔
。
そ
し
て
、
番
登
お
け
る
行
の
中
で
、
醤
醤
馨
た
ち
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

贔
ト
マ
ホ
ー
ク
が
認
記
讐
れ
て
い
る
平
実
を
、
公
々
然
と
認
め
て
い
る
。
（
祠
洒
這
墨
委
員
）
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嘉

后

且

層

の
＂ヽ

ウ
ェ
ー
笹
載
機
と
結
合
し
て
戦
艦
水
上
打
撃
団
を
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
代
わ
る
中
心
部
隊
と
し
て
使
う
こ
と

こ
れ
ら
の
発
言
か
ら
、
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
が
空

母
機
動
部
隊
（

C
B
G
)
な
き
場
合
の
代
用
と
し
て

、
あ
る
い
は

C
B
Gと
結
合
し
て
作
戦
に
あ
た
る
と

い
う
構
想
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。

図
は
八
四
年
、
レ
ー
マ
ン
海
軍
長
官
が
議
会
に

提
出
し
た

S
A
Gと
C
B
Gに
よ
る
対
ソ
攻
撃
図
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
構
想
が
核
抑
止
戦
略
の
貫
徹
の
た

め
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
ト
マ
ホ
ー
ク
は
「
核
弾
頭

付
き
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
ま
た
明
ら
か

だ。戦
略
家
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
海
洋
攻
撃
力
の
多
様

化
に
よ
っ
て
抑
止
を
強
化
し
、
抑
止
が
く
ず
れ
た
場

合
に
も
、
戦
域
を
限
定
し
、
長
期
的
な
通
常
戦
争
、

核
戟
争
を
と
う
し
て
優
位
を
保
ち
勝
利
を
得
る
再
が

で
き
る
と
極
め
て
楽
観
的
な
見
通
し
を
立
て
て
い
る

の
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
手
前
勝
手
で
危

険
極
ま
り
な
い
考
え
だ
。

こ
れ
ら
圧
倒
的
か
つ
多
様
な
脅
威
の
存
在
は
ソ
連

の
対
応
を
ま
す
ま
す
複
雑
で
不
安
定
な
も
の
に
し
、

核
戦
争
へ
の
敷
き
居
を
よ
り
低
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
一
度
敷
き
居
が
越
え
ら
れ
れ
ば
そ
の
戦
域
・

規
模
が
「
限
定
」
さ
れ
る
保
薩
は
ど
こ
に
も
な
い
。

そ
し
て
、
た
と
え
「
限
定
」
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し

て
も
戦
域
に
「
選
ば
れ
た
」
太
平
洋
、
ア
ジ
ア
地
域

に
と
っ
て
、
そ
の
被
害
は
全
面
核
戟
争
と
な
ん
ら
変

わ
ら
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

安
保
条
約
や
地
位
協
定
に
よ
っ
て
さ
だ
め
ら
れ
た

提
供
水
域
外
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
横
須
賀
市

当
局
が
一
遺
憾
の
意
」
を
表
明
す
る
と
い
う
事
態

＇
を
引
起
こ
し
て
い
る
。

＝
一
度
と
も
公
式
の
理
由
は
い
つ
も
の
よ
う
に
「

乗
組
員
の
休
差
と
倍
の
補
給
・
雑
持
」
と
さ
れ
て

い
る
が
こ
れ
が
方
便
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。
現

地
で
確
認
さ
れ
た
情
報
に
よ
れ
ば
七
月
三
十
日
の

入
港
時
に
は
第
七
第
隊
司
令
官
と
第
七
四
潜
水
艦

任
務
部
隊
（
T＇‘,F口
）
司
令
官
を
下
檻
さ
せ
て
い

る
（
つ
ま
り
約
二
十
四
時
間
こ
の
二
人
を
乗
せ
て

い
た
）
第
七
笹
隊
司
令
官
は
近
く
交
代
す
る
と
い

わ
れ
て
お
り
お
そ
ら
く
は
一
お
別
れ
」
に
再
新
の

ト
マ
ホ
ー
ク
箔
を
視
察
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
ま

た
、
三
回
目
の
入
港
時
に
は
要
員
と
物
品
を
積
込

ん
で
い
る
が
同
時
期
に
ソ
連
太
平
洋
括
隊
の
大
規

‘̀ 

6

0

 

8
.
8
.
2
 
「
朝
日
新
聞
」
よ
り

●
紡
娯
爵
を
止
め
て
み
せ
よ
う
！

こ
の
夏
も
海
水
浴
場
は
沢
山
の
人
出
で
賑
わ
っ
た

。
し
か
し
、
目
の
前
に
広
が
る
海
は
も
う
「
広
く
穏

や
か
な
海
」
]
（
太
平
洋
）
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
海
か
ら
始
ま
る
核
戦
争
の
不
気
味
な
前

触
れ
。
9

そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
寄
港
だ
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
非
核
に
つ
ら
な
る
本
当
の
非

核
を
こ
の
国
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
。
そ
の
手
掛

り
と
し
て
、
そ
し
て
実
現
可
能
な
目
標
と
し
て
核
艇

船
の
入
港
を
ま
ず
阻
止
す
る
。
こ
の
「
ロ
ー
カ
ル
な

」
実
践
の
持
つ
「
グ
ロ
ー
パ
ル
な
」
意
味
を
、
こ
の

夏
の
終
わ
り
の
出
来
享
は
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
一6
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
八
月
二
十
日
記
〉

模
演
習
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
「
物

品
」
の
中
に
は
上
瀬
谷
の
海
洋
監
視
情
報
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
収
集
さ
れ
た
ソ
連
艦
隊
の
動
向
デ
ー
タ

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み

に
「
港
外
停
泊
」
は
原
潜
で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス

c
 
今
年
の
横
須
賀
へ
の
原
潜
入
港
は
八
月
二
十
日

現
在
の
べ
十
八
隻
。
う
ち
九
隻
が
ト
マ
ホ
ー
ク
搭

載
可
能
な
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
、
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級

で
あ
る
。
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后
*
8
.
2
4
入
港
当
日
佐
世
保
に
て
、
午
前

6
時

固
鉄
佐
世
保
駅
前
集
合
（
予
定
）
△
福
岡
か
ら
前

日
午
後

1

1
時
発
の
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
利
用
さ

れ
る
人
は
あ
ら
か
じ
め
連
絡
を
。
午
前
中
、
入
港

時
i
c
合
わ
せ
て
迎
え
撃
ち
行
動
を
予
定
。
連
絡
先

・
全
九
州
・
山
ロ
ア
ビ
ー
ル
事
務
局
t
e
l
(
O

9
2
)
6
4
1
.
7
1
9
2
3
石
崎
方

＊
東
京
に
て
、

8
.
2
3
「
戦
艦
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
・
ツ
ー

の
寄
港
を
許
さ
な
い
！
・
ア
メ
リ
カ
大
使
館
・
外
務
省

抗
議
行
動
」
檜
町
公
園
に
て
6
時
集
合

7
時
出
発
。

8
.
2
5
1
3
0
、
9
.
1
、
渋
谷
の
宮
下
公
園
に

6
時
集
合

7
時
出
発
で
毎
日
デ
モ
、

3

1
日
は
ヨ
コ

ス
カ
の
定
例
デ
モ
に
合
流
。
ト
マ
ぷ
f
い
虫
社
で
す
。

＊
京
都
に
て
、
8
•
1

ー
ー

5

ま
で
京
都
ト
マ
連
の
足

立
さ
ん
が

N
J
寄
港
阻
止
を
掲
げ
て
ハ
ン
ス
ト
を
貫

岬
初
め
て
会
っ
た
高
校
生
が
共
感
し
て
数
日
加
わ
っ

て
く
れ
た
他
、

5
0
0
名
今
あ
署
名
と

1

4
万
円
以

上
の
カ
ン
パ
が
集
ま
る
。
同
時
期
に
近
隣
の
府
県

2

0

ヶ
所
近
く
で
他
団
体
と
の
交
流
を
行
い
、
8
•
1

5

N
J
寄
港
阻
止
京
都
集
会
（
同
実
行
委
主
催
）
に

4

0
数
名
の
人
々
が
参
加
。
署
名
の
第
一
次
集
約
分

は
1

4
に
ア
メ
大
へ
抗
議
文
と
共
に
提
出
。
佐
世
保

に
対
し
て
は
8
•
4

市
長
に
寄
港
反
対
を
求
め
る
要

請
文
を
届
け
て
、

2

4
ー
9
.
2
ま
で
吉
田
さ
ん
が

J
・
ヘ
イ
ク
ー
氏
ら
数
名
と
と
も
に
座
り
込
み
行
動

を
予
定
。
日
本
海
で
の
演
習
期
間
中
も
追
求
す
る
と

の
こ
と
。
更
に
出
航
後
の

9
.
6
に
も
一
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
安
保
を
つ
ぷ
せ

9
.
6
京
都
集
会
」
を
計
画
中
。

連
絡
先
は
京
都
ト
マ
連

(
0
7
5
1
2
5
5
ー
1

2

6

l
吉
田
方
）

＊
愛
知
竺
て
、
8
月
中
旬
、
計
十
ヶ
所
の
「
非
核
自
冶

体
」
め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
チ
ラ
ジ
を
ま
き
、
津
島
市

と
佐
屋
町
か
ら
「
N
J
寄
港
た
つ
い
て
ぱ
イ
カ
ン
に

思
う
」
旨
の
回
答
を
得
る
。

8
.
2
3
,、
2

4
ほ
名

古
屋
市
内
で
ピ
ラ
ま
き
。
愛
知
運
動

(
0
5
2
1
6

2
3
,
1
3
9
1
7
阪
野
万
）

＊
広
島
・
呉
冗
て
、
8
月
中
旬
に
実
施
し
た
「
非
核
自

治
体
」
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
＇
調
査
結
果
が
ま
と
ま
る
。

県
と
＾
六
市
町
村
の
う
ち
四
一
の
回
答
を
得
る
。
中

で
も
一
市
四
町
一
村
が
「
日
本
が
核
に
ま
み
れ
て
し

る
疑
い
が
あ
る
時
、
政
府
や
関
係
自
治
体
に
申
し
入

れ
や
抗
議
を
行
う
の
か
」
と
の
旨
の
問
し
に
「
行
動

を
と
る
意
志
が
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
（
詳
細
は

次
号
で
報
告
し
ま
す
。
）
8
．

1

7
に
は
反
核
や
反

中
曽
根
を
旗
印
た
集
会
が
持
た
れ
た
他
、

8
.
2
4

に
は

N
J
寄
港
に
抗
議
し
て

l
前
よ
り
平
和
公
園
で

座
り
込
み
と
ピ
ラ
ま
き
を
開
始
す
る
。
連
絡
先
t
e

l
(
0
8
2
3
.
7
3
.
4
6
6
0
)
湯
浅
方

＊
ョ
コ
ス
カ
に
て
、

8
.
2
4
「
佐
世
保
に
も
横
須
賀

賀
に
も
来
る
な
！

8

．
2

4
ヨ
コ
ス
カ
行
動
」
午
後

3
時
横
須
賀
臨
海
公
園
集
合
、
5
時
デ
モ
出
発
、
非

核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
・
反
ト
マ
ホ
ー
ク
首
都

圏
運
動
の
共
同
呼
び
か
け
に
よ
る
一
日
実
行
委
が
王

催
9
2
5
1
3
0
ま
で
汐
入
駅
前
の
勤
労
会
館
た

7

時
集
合
の
上
毎
日
デ
モ
，

3

1
定
例
デ
モ
を
首
都
圏

の
仲
間
と
合
流
の
上
で
実
施
。
8
月
中
の
土
曜
日
曜

は
臨
海
公
園
に
て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
＇
寄
港
阻
止
の

ビ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
．
9

．
9
.
1
0
、
1
6
.
l

7
、
い
づ
れ
も
一
草
の
根
の
人
達
を
含
む

2
.
5
名
が
参

加
し
て
快
適
に
進
行
。
沖
達
と
逗
子
の
ス
ラ
イ
ド
上

映
、
太
極
挙
の
実
習
な
ど
が
好
評
。

1

7
に
は
ヨ
コ

ス
カ
特
箋
の
呼
和
船
団
が
基
地
の
奥
深
く
潜
入
〖
？
）

し
て
ピ
デ
オ
撮
り
に
成
功
す
る
快
挙
を
達
成
。
市
内

の
戸
別
ピ
ラ
入
れ
も
や
っ
て
ま
す
。

(
0
4
6
8
ー

2
5
|
0
1
5
7
ヨ
コ
ス
カ
市
民
グ
ル
ー
プ
）

し／
ヽ
‘
t
`
ら
も
ヤ
亨
内
り

そ
と
t
r
h
‘
`

＊
反
原
発
束
京
行
動
か
ら
、

9
.
6
謂
演
会
「
チ
ェ

ル
ノ
プ
イ
リ
原
発
事
故
を
徹
底
分
折
ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
日
本
の
運
命
ー
」

2
時
ー

5
時
の
部
、
広
瀬
隆
氏

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）
6
時

1

8
時
半
の

部
、
〔
現
地
レ
ボ
ー
ト
〕
山
本
知
佳
子
袋
ベ
ル
リ
ン

在
中
）
、
入
場
料
各
部

5
0
0
円
、
通
し

8
0
0
円

日
仏
会
館
（
お
茶
の
水
駅
下
車
）
に
て
｀

9

．
2

3

「
原
発
な
ん
か
い
ら
な
い
芝
居
＆
映
画
祭
」
正
午
t

日
本
教
育
会
館
一
ッ
橋
ホ
ー
ル
に
て
、
映
画
「

l

o

0
番
目
の
サ
ル
」
「
生
き
て
る
う
ち
が
花
な
の
よ
死

ん
だ
ら
そ
れ
ま
で
よ
党
宣
言
」
、
一
人
芝
居
「
心
に

海
の
あ
る
男
」
愚
安
亭
遊
佐
、
座
談
会
、
反
原
発
こ

ど
も
会
も
計
画
中
、
入
場
科
前
売
り

1
5
0
0
円

い
づ
れ
も
保
育
室
が
あ
り
ま
す
。
こ
ぞ
っ
て
来
て
下

さ
い
。
連
絡
先
t
e
l
(
0
3
•
8
1
5
•
1
6
4

8
反
核
．
ハ
ッ
フ
ィ
ッ
ク
セ
ン
ク
ー
東
京
）

‘ヽ
\tミう~

H l:L P ≫r‘ 
反ニコロジャー ジー印か

為印如汝怜‘ぢ心心
1ーす、り9、9が令り匡サウ庖
が‘＋ン）ヽいt!!
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